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95 第592巨i千葉医学会例会・第14回佐藤外科例会 
は， S42全国集計9.3%であったが， 最近は胃レ線， カ
メラ，腹部血管造影法，生検の進歩により， 50%以上の
正診率を示す施設も有り，今後診断，治療が向上すると
思われる。 
32.若年者にみられた早期食道癌の 1例
大塚雅昭，木村正幸，斉藤全彦
原 壮(清水厚生) 
33歳男。食道中部の狭窄が穿孔したため来院。レント
ゲンで 1m下端に表在早期型の食道癌が発見された。
内視鏡では，上門歯列より 35cmにあり，表在隆起型であ
った。手術は右開胸胸部食道全摘胸壁前食道胃吻合術を
行なった。肉眼的には，隆起性で表在限局型であった。
病理組織学的には，高分化型扇平上皮癌で深達度は Sm
脈管侵襲(+)，リンパ節転移(-)であった。 
3.肝内結石の 2例
菊池俊之，浜野頼隆，鈴木孝夫
(長生病院)
最近肝内結石の 2症例を手術と術後胆道洗浄，胆道鏡
により治ゆせしめ得たので若干の文献的的考察を加えて
報告した。症例 1は67歳合症例 2は58歳平で 2例とも左
肝内胆管狭窄型であり，初回胆嚢易IJ出術兼総胆管切開載
石ドレナージ術施行したが遺残結石を認めた為に術後胆
道洗浄，胆道鏡更に附加手術を行ない結石を完全に除去
しえた。 
34.食道カルチノザルコームの 1例
坂本薫，向井稔，尾崎正彦
(塩谷病院)
症例73歳男，鴨下困難を訴え受診。食道透視，内視鏡
にて食道肉腫と診断し根治手術施行した。中部食道 (27 
cm)，後壁の7.5X6 X 4cmの有茎性腫摺で中央が一部
潰蕩状。殆んどが紡錘形細胞肉腫だが一部に肩平上皮癌
を認めその聞に移行像も見られた。リンパ節転移はなか
った。食道カJレチノザノレコームは本邦文献上20例であっ
た。 
35.急性腹症を呈した原発性肝癌自然破裂の l19lJ
菅井桂雄，小沢弘郁，小林弘忠
飯野正敏(沼津市立)
症例36歳男性，主訴心寵部激痛。既往歴， 20歳黄痘。
家族歴，母方祖父肝癌，伯父，伯母肝硬変にて死亡。現
病歴，重量物挙上時主訴出現，ショック症状改善せず，
緊急手術，肝右葉に鶏卵大の部立性!匝癌あり，肝部分切
除施行。術後 3カ月健存。シンチ，アンギオにて異常認
めず， α・フェナフ。ロテイン陰性。 
36.転移性肝腫霧に対する動注療法の効果 (111)
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陳文夫，田紀克，奥山和明
岩佐正人(国保成東)
浜野頼隆(長生病院)
転移性肝腫蕩に対する肝動脈結訟を併用した持続動注
症例は 6例である。その治療効果は Karnofskyの判定
基準でみると，腫療の縮小と自覚症状の改善を認めた 
1-A以上が 3例， 50.0%である。貧血， 白血球減少及
び血小板減少或は肝機能障害などを認めるが，いずれも
一過性のものである。 
37.陶器様胆嚢の 1例
紅谷明，大森耕一郎，蜂巣忠
柏原英彦，横山健郎(国立佐倉)
症例は71歳男。心寵部不快感を主訴として来院。腹部
レ線検査にて胆嚢に一致した円形の斑紋状陰影が認めら
れた。 D1Cでは胆嚢が造影される。手術は陶器様胆嚢
の診断にて胆嚢摘出術施行。摘出胆嚢は鶏卵大で内にコ
レステリン結石を認めた。胆嚢壁は厚さ 5mmで軟骨
様の硬さを有した。 
38. Prostagrandin F2α の使用経験
丸尾亜利沙，大久保恵、司，野村庸一
平野和哉，高橋敏信(県立東金)
当院胃切除20症例を，対象に PGF2α の排ガス促進効
果につき検討した。術後排ガスまでの時聞は， 1群 (2 
mg/回)で， 69時間21分， n群 (4mg/回)， 63時間 5
分， m群(無投与例)， 72時間11分で、あった。 さらに，
投与開始より排ガスまでの時間は， 1群30時間 9分， n 
群18時間24分と短縮を示した。 
39.胆石症の超音波検査の経験
山崎一馬，大西盛光，関幸雄
中村宏，丸山達興(川鉄)
昭和52年 4月より昭和53年11月までの胆石症に対する
超音波検査の経験を報告した。その結石描出率は70%で
あり， D1C胆嚢陰性例では約73%であった。
